
あると,上流 ･下流とも地面は雪で覆われる.しかし,

2, 3日晴天が綻くと,下流では地面の露出するところ

ができる｡このように上斑と下流の差が著るしく現われ

る時期であったことと関連した遊動なのかもしれない.

この時期の食物は,①ツルウメモドキ,辛-メ,ヌル

デなど,近く熟した米突②木の芽③ササの薬①湿地や川

辺に残った串木⑤サルノコツカケ科のキノコ拐⑥樹皮で

あった.◎,◎,⑤,◎は赦冬期にも利用されている食

物である.⑥はこの調査期間中に食われはじめた｡しか●
し,全食物It叫こ占める'ih'u合も厳冬期よりずっと少なかっ

た｡①の湿地利用は,初春にもみられ,鍛雪期に雪のな

いところを利川するしかたの･Tつである.

野生ニホンザルの食性と適応 :分布要素とし

てみた植物性食物の種組成の検討

o 上拐( 誼男 (京大 ･理)

野iLiニホソザルの仙物性食物に関しては,これまで進

められてきた日本各地における調査によって多くの染料

が災8rLされてきた｡ニホソザルが企物として利用したこ

とが碓祝された砂 王非常に多数にのはるが,その中で利

用度の3.-占い捗l組の分棚卸こは,九州本土以北のニホソザ

ル分-/lJ'城企L榊こ非流した-走の帆句が認められる｡すな

わち,紋らが血物としてとくによく利用する樹馳ま,暖

弧イi?～冷弧･.Hiに分-/Lfの中心なもち,少なくとも朝鮮半島

佃剖;か九州のどちらか一方に分布するという共通のバク

ーソなもっている｡

良久rEIJはニホソザルの分和の輔限となっているが,こ

の地域においてはまだ本格的な調査が行なわれていな

い｡昭和181Ii班に行なった班老らの調査では,この曲に

おけるヤクザルの分布は,並熟柿安来の故い海岸低地か

ら,tT:i(-:6I.8LX)nl以上の山1ri占1''近くまで達していること

(ti即 ･uLLl,私侶)が明らかになった.現在までのと

ころ,･弧められた門料はまだ不充分であるが,九州本土

以北のニホソザルの仙物性食物の種組成にみられる似向

が,ヤクザルにおいても同様に認められるように.lLltJ.われ

る1)0
1970年以降.'9.11]並を統けているfj総丘陵においては,火

部の元清澄山地区と西部の山宕山地区とのあいだに,主

として人為的挽乱の違いによる組生の遊災が認められて

いる｡これまでの調査で,この植生の追いが両地区のニ

ホソザルの食性にも形静を与えていることが明らかとな

っているO現在この点を明確にするための資料の収iElと

1)なお以上については下記の論文にまとめた.上掠正
男 "食性からみた野生ニホソザルの適応に関する生

物地理学的研究け,加藤奉安 ･中尾佐助･梅樟忠夫

附 『今西鏑司博士盲稀記念論文集Ⅱ』中央公論社,

印刷中｡

分析を継続しているO

湯河原における野生ニホンザルの群間関係-

T群出身個体の離脱と加入

Q 福田 史夫 (マカク研兜会)

前年皮の報告では,'64-'69年の6年ril】の出生オス個

体の離脱率と他群への加入数を報告した｡

本題のような調査は,わずか1･2年の姻ruJで多くの

データーが得られるものでもないが,73年皮rIlに得られ

たデーターを報告する2).

1973年にT群から離脱したオスは5WLであった.この

うち1頭が離脱後6カ月日でP群-加入し,他の4111'tは

不明となった｡また,73年以前にT群を離脱後不明とな

っていたオス個体3兎紬'>他群で確認された｡P郡へ2BJi

加入し,1頭はS群であった.このS群の個体数は19城

('741'F3月)であるが,オトナオスの4頭全てがT郡山

身個体となった｡また,T群離脱後S群へ加入したオス

が再び離脱し行先不明となった｡オトナメスの離脱は1

頭であった｡ (死亡したとは考えられない｡)

以上のことからも,少なくども,沿河原に生息する㌍f

生ニホソザルの群れは,離脱個体を通して各群れ間の交

流があることがわかった｡

ニホンザル個体群の動態に影響を及ぼす環境

要因の解析

･V/木村 光仲 (東大 ㌧比)3)

串かこ生息するニホソザル自然群を対象に,主として

個体追跡による行動様式 ･地域利用バターソ ･日周活動

1)ズム等の把垣･定見化を試み,ニホソザル個体郡の生

活維持に形坪を及ぼす班暁要因の解析を行なうべく調査

を行なった.また,現境桝造のき埠なる地域として白山蛇

令-IL3を選び,カムt)A郡の祝祭を併せて行なった｡-共

同利用研究攻による調査は1973年5月,'J～10月,1974

年1月に延70日にわたって串良で行なった｡

1973年に入って以晩 串良の群れでは多数の個体の死

亡,行JJ'不明,あるいは群れ全体の体力の栄え等が目立

ち,当面の対策として紛糾の硫化が行なわれ,郡れに対

する人熟的扱作が加えられた結果,しばしばili常な退助

が阻留された.従って,日周活動の81Ll起･延止化には多

大の囚姓を伴ない,得られた資料の整FJi･分析上支持を

生ずる結架となった｡

調査資料は現在なお整理中であり,糾並も払拭されて

いるので,現時点においては,ニホソザルが土地,的に

2)73年6月以前の報告の詳鰍ま｢オスの生活史一二ホ

ソザル地域個体群の研究Ⅰ｣ (和田･jli･杉山m,

1974)を参照｡

3)現在,日本モソキーセソクー研修員｡
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microEloraな充分に見分けつつ吐括していると.fLl.われ

ること,柑 こ串CIの群れにLuして云えは.竹光のサルが

特別のJi･)釈 (例えば糾切など)で定まった木を耽.7%して

行動していると考えられる悦',fSがしばしばあったことを

述べるにとどめたい｡

その他,'73年度に串仏で新たに和られた知見として.

(1)肉食例(小皿の死作を食う行動)が祝祭されたこと｡

(2)-itWuIJの群れで週t･しばしは税がされている1)-〆-

の性的にFCl'/lt.'な行劫が,現在の節 1位オス ｢セムシ｣

において,新たな形をとって現われていること.

などな列犯しておきたい｡これらは ｢モ1/キー｣誌上に

おいて退次沌G-･している.

ニホンザルのエステラーゼの遺伝的変異の

検索

北島正子 (お茶の水女子大 ･理)

目 的

血液酵素の多型現象を利用し,盟F<那主にニホソザル

の地域ガ三田の退伝的耶造を明らかにしたい｡そのために

梯菜の冬型のlEi皮を定flLr的に求め地域JJl団の地理的分相

との関係を枚討する｡これらから理論的知見を考慮して

基本的なパラメータ "Jj!田の有効な大きぎ'"移住串"串

の推定や,他胡 (シゴウ.}江ク.くェ,マウス,ヒト･g･)

との比校からニホソザルJj潤 の退伝学的獅辺の特殊性を

把垣することができよう.

ホ研兜においては上紀の口約に沿って多型現象を示す

迫伝手軽を検索した｡

材料及び方法

ニホソザル約1,100個作他切望艮析約500nlq仲介の血絞

試料は過去数年にわたって木研究所変災部門において抹

塀,挟終決存されたものである.不迎醗紋的披系デソブソ

ゲル'LE災泳動により血?r7ェステラ-ゼ,アルカ1)ソホス

フ ァターゼ,血球エステラーゼの3唖について調査した｡

結 果

1) 血桁エステラーゼ :ニホソザルで大部分の個体が野

性型を示したが例外の3個体 (各々別な群れに属す)に

変只型がみられた｡退伝的変異かどうか疑問でありこの

低,mlRでは多型とはいいがたい｡ニホソザルではこの出

仕に閃しある対立退伝子 に固定 されてい ると考えられ

る｡

2) 血(/]7ルカリソホスフ7･クーtr:大[.1扮 が1Tl･性犯で

あった｡7nSLIJに'A:blLt型 1個lJ･',欠失7例日;(群れはぎもな

ち).多型ではない｡

3) 血球エステラーItf:AlエステラーtJにLigする池伝n'.)

変只が兄いだされた.壬生対立退伝子 1,2,3のa;TI庇は

粉河原Hで0.75,0.25, 0,Tで0.951,0.0･11,0.0

08,伊沢0.7125,0.225,0.063,岩田山0.979,0.021,

0,であった｡他の群れでは 1にr占促 されていた｡伊沢.

渦河bJ'(rJluには迫に7･の-交換があると考えられるが公uLLl

はこれとは独立な山米なもつものであろう｡

大間地域ニホンザル自然群の遊動生活l)

.a rJi 沢 1･t 成2･

1973年度の調査紡火はつぎのとおりである｡

1. 非抗当期 (4J)光一11)]lll佃)

これまで非机'D糊の遊動出占のプヱ悠な杓えるような調

査報告は皆無といってよかった.しかし今,'F一皮の調光で

A.冬芽とフキノトウ,ブナの花,キイチゴ.クリ,

ヤー<ブドウ,ツルウメモドキI-･樹比冬井と,各季節

の主要な食物と遊動生活の様子の断面をかいr;りみる

ことができた｡

B.これまでの冬Jt胴.q盤で遊動城のjj三界とけ晒非と目

されていた,易l那;11日,橋掛沢流域は非机'lHmこお

いてもよく利用されていることがわかった｡

2. 机'LpJUJ(1川 下佃～JIJH 7句)

12J1,3JJ, 41Jの群れの迎統追跡から

A.かなり大きtJ:遊動があること｡

B.退勤城にかなりの正なりがあること｡

C.郡九m)の接近,何口悶もの馳伴現象のようなこと

があること｡

D.IT･卜･郡といえども.大きな離令が行なわれている

可随性があること｡

E.今まで3郡といわれていたが,大きな離合を考慮

に入れると2-4郡とも考えられうること｡

などが判明した｡

3. 足跡の大きさの8T.11出から咋令桝戊の読みとりな試み

た｡

九州北部におけるニホンザル自然群の生態学

的研究3)

O池田 啓 (九大 ･班)

江口 和洋 (同 上)

香春岳に生息する野生群について,遊動城の季節別 ヒ

とその広が りさらに植生との悶鼠 令梢戊について調光

1)木研究の結果の一部は,節18回ブ1)マーチス研死金

で,次の訳屈で苑安された.｢'gi'上に残された足跡

の測光から群れの跳成がどのくらいまで読めるか｣

(足沢山成) ｢こホソザルの遊動生活-1973年12Fl
ll一北=判.-IJ野iL郡の場合｣(共同先安)｡また ｢下北半
FTJのニホソザルおよび生息北限地緊急調査｣ (=l'f訴

爪放黍,旧称491F･,共著)として出版された0

2)現在の所属 :石(大 ･詔共析

3)木研究の結恥 エロ本LE悠学会九州地区会那19回大会

で ｢香8･伍におけるニホソザルの行動域と枇出の関

係Il｣と屈して苑表した｡
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